
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称

⑥ プログラムの開設年度 年度 ⑦応用基礎レベルの申請の有無 無

⑧ 教員数 人 人

⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑩ 全学部・学科の入学定員 人　（3年次編入学定員310人）

⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

56

1,115

２年次

（責任者名） 岩橋 政宏 （役職名）

0

9690

80

センター長 / センター長

数理・データサイエンス教育研究センター

数理・データサイエンス教育研究センター / 教育方法開発センター

６年次 0

様式１

（常勤）

新潟県長岡市上富岡町1603-1

222

長岡技術科学大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

206 （非常勤）

数理・データサイエンス・AIリテラシー教育プログラム

国立大学国立大学法人 長岡技術科学大学

令和3

gakumuka@jcom.nagaokaut.ac.jp 0258-47-9242

４年次

丸田　誉

487

学務課

（責任者名） センター長岩橋 政宏 （役職名）

（責任者名） 岩橋 政宏 / 上村 靖司

442

（役職名）

認定教育プログラム

教授
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

授業科目

様式２－１

授業科目

情報技術と社会変革

授業科目

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

・「情報技術と社会変革」（2単位）を修得することに加えて、所属する各課程で以下の科目を修得する。
   機械創造工学課程：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」
　 電気電子情報工学課程：「電気電子情報数学及び演習1」
   物質材料工学課程：「物質材料工学実験」
   環境社会基盤工学課程：「環境社会基盤計算機実習1」
   生物機能工学課程：「生物機能工学演習」
   情報・経営システム工学課程：「情報システム工学実験」

　なお，修了要件には含まれないが，数理・データサイエンス・AIに関する学習の動機付けのために「数理・データサイエンス・人工知能への誘い」を1・2年生向けに開講しており，1年入
学者（本学は8割の学生が高専から3年への編入学）には当該科目の修得を推奨する．

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

開講状況開講状況

全学開講

授業科目

情報技術と社会変革
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

一部開講

一部開講

授業科目

授業科目 授業科目

授業科目

一部開講

一部開講

機械創造工学総合演習入門（PBL入門）

電気電子情報数学及び演習1

物質材料工学実験

環境社会基盤計算機実習1

生物機能工学演習

情報システム工学実験

授業科目

情報技術と社会変革

開講状況

全学開講

開講状況授業科目

情報技術と社会変革

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を
含む授業科目

開講状況

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの」の内容を含む授業科目

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創
出するもの」の内容を含む授業科目

一部開講

一部開講

開講状況

全学開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目

数理・データサイエンス・人工知能への誘い 4-1統計および数理基礎

数理・データサイエンス・人工知能への誘い 4‐7データハンドリング

数理・データサイエンス・人工知能への誘い

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)：「情報技術と社会変革」第8回
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）：「情報技術と社会変革」第10回

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）：「情報技術と社会変革」第4回
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）：「情報技術と社会変革」第9回

・AIの活用領域・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)：「情報技術と社会変革」第7回

選択項目

情報技術と社会変革 4‐5テキスト解析

数理・データサイエンス・人工知能への誘い

4‐4時系列データ解析

4‐6画像解析

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

・ビッグデータ，IoT，AI，ロボット：「情報技術と社会変革」第11回
・データ量の増加，計算機の処理性能の向上，AIの非連続的進化：「情報技術と社会変革」第9回
・第4次産業革命，Society5.0，データ駆動型社会：「情報技術と社会変革」第8回
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介：「情報技術と社会変革」第3回，第6回

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など：「情報
技術と社会変革」第4回
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など：「情報技術と社会変革」第12回
・認識技術、ルールベース、自動化技術：「情報技術と社会変革」第10回

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,12,14回目、B群4,6,8回目：「情報システ
ム工学実験」第12回：「電気電子情報数学及び演習1」第8回：「物質材料工学実験」第９回：「環境社会基盤計算機実習１」第14回
・データの図表表現（チャート化）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群12,14回目、B群10,12回目：「電気電子情報数学及び演習1」第8回：
「物質材料工学実験」第９回：「環境社会基盤計算機実習１」第9回：「生物機能工学演習」第12回
・データの比較（条件をそろえた比較、処理の前後での比較、A/Bテスト)：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,14回目、B群6,10回目：「情
報システム工学実験」第8，9回：「電気電子情報数学及び演習1」第13回：「環境社会基盤計算機実習１」第14回：「生物機能工学演習」第10，11，12回
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,12回目、B群6,8回目：「物質材料工
学実験」第９回：「環境社会基盤計算機実習１」第15回
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,12回目、B群
6,10回目：「環境社会基盤計算機実習１」第10回

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・データの種類（量的変数、質的変数）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10回目、B群10回目：「電気電子情報数学及び演習1」第10回：
「環境社会基盤計算機実習１」第5回
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群12,14回目、B群10,12回目：「情報シ
ステム工学実験」第12回：「電気電子情報数学及び演習1」第10回：「物質材料工学実験」第１回：「環境社会基盤計算機実習１」第2回
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,12回目、B群8,12回目：「電
気電子情報数学及び演習1」第10回：「環境社会基盤計算機実習１」第3回：「生物機能工学演習」第12回
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群4,10回目、B群10,12回目：「電気電子情報数学及び演習
1」第11回：「物質材料工学実験」第１回：「環境社会基盤計算機実習１」第5回：「生物機能工学演習」第 8，9回
・観測データに含まれる誤差の扱い：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10,14回目、B群6,10回目：「情報システム工学実験」第16回：「電気
電子情報数学及び演習1」第9回：「物質材料工学実験」第１回：「環境社会基盤計算機実習１」第5回：「生物機能工学演習」第12回
・打ち切りや脱落を含むデータ、層別の必要なデータ：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10回目、B群12回目：「電気電子情報数学及び演
習1」第8回：「環境社会基盤計算機実習１」第5回
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群12回目、B群10回目：「電気電子情報数学及び演習1」第13
回：「物質材料工学実験」第１回：「環境社会基盤計算機実習１」第5回
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）：「電気電子情報数学及び演習1」第8回：「環境
社会基盤計算機実習１」第4回
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列：「電気電子情報数学及び演習1」第14回：「環境社会基盤計算機実習１」第4回
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10回目、B群10回目：「電気電子情報数学及び演
習1」第8回：「環境社会基盤計算機実習１」第13回：「生物機能工学演習」第12，13回

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト：「情報技術と社会変革」第9回
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護：「情報技術と社会変革」第14回

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性：「情報技術と社会変革」第14回
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取：「情報技術と社会変革』第14回
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2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

・データ，情報，知識，智慧の定義と意義が正しく理解できる．
・データサイエンスやAIの基礎となるディジタル・メディア，インターネットについての概念を理解できるとともに，データの扱いに関する基礎的な知識と技能を身につけ，データから情報や
知識を得ることを実践できる．
・様々な数理・データサイエンス・AIに関する要素技術の概要を理解しその発展過程を説明できる．

https://www.nagaokaut.ac.jp/center/suuri.html

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・データの並び替え、ランキング：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群10回目、B群6回目：「情報システム工学実験」第20回：「電気電子情報
数学及び演習1」第8回：「環境社会基盤計算機実習１」第1回：「生物機能工学演習」第 8，9，10回
・データ解析ツール（スプレッドシート）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群4,10回目、B群4,8回目：「物質材料工学実験」第８回：「環境社会
基盤計算機実習１」第1回：「生物機能工学演習」第 8，9，10，11，12回
・表形式のデータ（csv）：「機械創造工学総合演習入門（PBL入門）」A群4,10回目、B群4,8回目：「物質材料工学実験」第８回：「環境社会基盤計算機実
習１」第1回
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

機械創造工学課程 17 226 31 20 31 14%

電気電子情報工学課程 17 226 54 30 54 24%

物質材料工学課程 12 124 15 7 15 12%

環境社会基盤工学課程 13 146 12 3 12 8%

生物機能工学課程 10 120 4 0 4 3%

情報・経営システム工学課程 11 98 30 17 30 31%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 80 940 146 77 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 146 16%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和3

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 16% 令和４年度予定 30% 令和５年度予定 45%

令和６年度予定 100% 令和７年度予定 100% 収容定員（名） 940

令和4年度には，数理・データサイエンス・AI教育リテラシープログラムについての学生への
周知を徹底し，履修者の倍増を目指す．
当プログラムの修了要件において必須となる「情報技術と社会変革」は教室の収容定員の
面から令和4年度目標以上の対面授業は困難であるが，令和5年度にはｅラーニング等を
活用しより多くの受講者に対応する．
令和4年度に改組されて1年入学学生は新しいカリキュラムでの履修となる．このカリキュラ
ムにおいては3年次において数理・データサイエンス・AI教育科目が必修となる．学年進行
により新カリキュラムによる3年生科目を学生が受講するのは令和6年からであり，このため
令和6年度以降は100%となる．

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

数理・データサイエンス教育研究センター規則

実践的な数理・データサイエンス・AI教育の全学的展開とｅラーニングによる全国の高等専
門学校への展開を推進する．

（令和3年度）
センター長：湯川 高志
副センター：岩橋 政宏
機械創造工学専攻：倉橋 貴彦
電気電子情報工学専攻：坪根 正
物質材料工学専攻：内田 希
環境社会基盤工学専攻：松田 曜子
生物機能工学専攻：木村 悟隆
情報・経営システム工学専攻：野村 収作
情報・経営システム工学専攻：白川 智弘
情報・経営システム工学専攻：野中 尋史
技術科学イノベーション専攻：山崎 渉
基盤共通教育部：原 信一郎

具体的な計画
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

当プログラムにおいて修了のために必修となる「情報技術と社会変革」は全学向け開講科
目であり，希望する学生は課程（学科に相当）に関わらず受講可能である．
当プログラムの修了要件上の選択必修となる実験・演習科目は，各課程における卒業要件
上の必修科目となっているため，全学生がいずれかの科目を履修することになる．
改組によって，令和6年度から3年生向けに数理・データサイエンス・AI教育科目が開講され
るが，これは卒業要件上の必修科目となっており，全学生が受講することになる．

学生が履修登録する際に利用する学務情報システムが全学生に向けて情報を掲示できる
機能を持つため，これを利用して当プログラムについて周知する．
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

学生の受講を電子的に支援するための Learning Management System (LMS) を大学として
運用しており，受講者はこれを通じて質問等を担当教員に送ることができる．また，シラバス
に電子メールアドレスを掲載しており，電子メールによる質問も可能となっている．さらに，
先輩学生（修士学生）が質問を受けたり教えてくれる「学習サポーター制度」を設けており，
教員に質問しにくい場合でも学習支援が受けられるようにしている．

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学で開講されているすべての科目は，LMS上に科目ごとの領域が作成されており，授業
資料の配布や確認問題等ができる仕組みが備わっている．さらに，新型コロナウイルス感
染症の蔓延を機会として，対面の授業を同時にビデオ会議システムで配信するとともに，そ
れを録画するよう授業が運用されており，その録画をLMS上に公開可能としている（すわな
ち授業アーカイブ）．このため，受講者は授業時間外でも資料の取得や確認問題の受験，
授業アーカイブの視聴が可能である．また，LMS上のコミュニケーション機能を利用して，同
期的にも非同期的にも質問を受け付けるようになっている．
数理・データサイエンス・AI教育リテラシープログラムを構成する科目においても，特に講義
科目は，同様の運用をしているため，授業時間外における学習を十分に支援する仕組みと
なっている．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

当プログラムを構成する主要な科目では，試験をComputer Based Test (CBT) またはマークシート式で実施し
ており，回答が電子的に記録されている．このため，履修者の学習目標達成度に関する様々な分析が可能と
なっている．これに基づいて，達成度が低い単元はより丁寧な説明とする等，授業の改善につなげる．

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

数理・データサイエンス教育研究センターにおいて，プログラムの履修者・各科目の合格率，プログラムの修了
率等を分析する体制を整えている．
個別の学生の出席状況や学習進捗は教務情報システムおよびLMSに記録されるため，これを取り出して分析
することが可能となっている．
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学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

科目の終了後に授業アンケートを実施している．自由記述意見も含めて電子的に集計されている．アンケート
項目には，履修前の期待が受講後に満たされたか，講義の進行速度が適切か，授業内容の主観的難易度等
の項目があり，単なる理解度にとどまらず，受講者がどのような点で理解がしやすかったか，しにくかったか，と
いうことを分析できるようにしている．

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業アンケートにおいて，授業の総合的な満足度についての項目があり，この項目と理解度に関する項目とか
ら他学生への推奨度を推定できる．これに基づいて，より推奨度が高くなるように授業の改善を図る．

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

改組を行なってカリキュラムを更新し，数理・データサイエンス・AI教育リテラシープログラムに関わる科目を，
卒業要件上の必修科目とした．また，大学の方針としても，数理・データサイエンス・AI教育の強化を打ち出し，
学長が教員や学生に向けた様々な局面において，数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能の重要性を
説いている．
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学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

当プログラムは令和3年度から開始のため，当プログラムの修了要件を満した上で卒業した学生はまだいな
い．従来より全分野の卒業・修了生について就職先企業に対するアンケート調査や修了後の5年，10年を経過
した学生に対するアンケート調査等を実施しており，本学出身者の活躍状況・企業等の評価を分析している．
これに数理・データサイエンス・AIに関わる調査項目を加える予定である．

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学は開学当初より産学連携に力を入れており，近年は研究と教育の両方についての産業界との連携が盛ん
になって来ている．これらの連携先企業に本プログラムの内容を提示してヒアリングする等により，産業界の視
点を取り入れたプログラム改善につなげて行く．
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②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

本学では全科目に対して授業アンケートを実施している．本学の授業アンケートは，学生が授業や教員を評価
する目的ではなく，学生自身の期待と授業の内容や教え方とがマッチしているか，その授業が理解できて自身
の能力が向上したか等の設問から成り，また，自由記述欄も設けており，学生と教員とのコミュニケーションの
ためのツールと位置付けている．この授業アンケートの結果に基づいて，教員はよりわかりやすい授業のため
の工夫を考え，教員アンケートとして大学に提出するようになっている．本プログラムを構成する科目について
も，この活動は適用されるため，よりわかりやすい授業のための工夫が継続的に行なわれると期待できる．

https://www.nagaokaut.ac.jp/center/suuri.html

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

「情報技術と社会変革」において，数理・データサイエンス・AIの要素技術および，デジタル技術やインターネッ
ト技術も含め，それらの講述の際には，身近な生活や社会へのインパクトに関する内容を必ず含ませ，学生に
興味を持たせるとともに，学ぶことの意義を理解させるような講義内容としている．
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演習/実験/実習科目
機械創造工学総合演習入門
電気電子情報数学及び演習1

物質材料工学実験
環境社会基盤計算機実習1

生物機能工学演習
情報システム工学実験

数理・データサイエンス・ＡＩ リテラシー教育プログラム 【全学】

講義科目
情報技術と社会変革

推奨科目
数理・データサイエンス・
人工知能への誘い

リテラシーレベル

数理・データサイエンス･
ＡＩ 教育プログラム

教育戦略本部

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
教育研究ｾﾝﾀｰ

教育方法
開発センター

教務委員会

教養科目の
カリキュラム

(共通教育センター)

全国各地の
高等専門学校

総合情報センタ
マルチメディア・
ｅラーニング部門

各課程専門科目の
カリキュラム
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○長岡技術科学大学数理・データサイエンス教育研究センター規則 

（令和元年７月10日規則第３号） 

改正 令和３年３月19日規則第29号

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人長岡技術科学大学学則第６条第２項の規定に基づき、

長岡技術科学大学数理・データサイエンス教育研究センター（以下「センター」とい

う。）について、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 センターは、学内共同教育研究施設として、実践的な数理・データサイエンス教

育の全学的展開とeラーニングによる全国の高等専門学校等への展開を推進することを

目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。 

一 数理・データサイエンスに係る教育及び研究に関すること。 

二 数理・データサイエンスに係る教育プログラム等の開発及び支援に関すること。 

三 数理・データサイエンスに係る情報発信に関すること。 

四 全国的な数理・データサイエンス教育の推進に係る他大学等との連携業務に関す

ること。 

五 その他前条の目的を達成するために必要な事項 

（組織） 

第４条 センターは、学長が指名する教員をもって組織する。 

（数理・データサイエンス教育研究センター長等） 

第５条 センターにセンター長及び副センター長（以下「センター長等」という。）を置

く。 

２ センター長は、センターの業務を総括する。 

３ 副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を

代行する。 

（センター長等の選考） 

第６条 センター長は学長が選考し、任命する。 

２ 副センター長は、センター長の推薦に基づき、学長が任命する。 

（センター長等の任期） 

第７条 センター長等の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の

後任のセンター長等の任期は、前任者の残任期間とする。 

（センター会議） 

第８条 センターの運営に関する事項を審議するため、センターに数理・データサイエン

ス教育研究センター会議（以下「会議」という。）を置く。 

２ 会議に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務） 
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第９条 センターに関する事務は、学務課において処理する。 

（雑則） 

第10条 この規則に定めるもののほか、センターに関する必要事項については、学長が別

に定める。 

附 則 

１ この規則は、令和元年７月10日から施行する。 

２ この規則施行後の第５条に規定する者の最初の任期は、第７条の規定にかかわらず、

令和３年３月31日までとする。 

附 則（令和３年３月19日規則第29号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
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○長岡技術科学大学数理・データサイエンス教育研究センター規則 

（令和元年７月10日規則第３号） 

改正 令和３年３月19日規則第29号

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人長岡技術科学大学学則第６条第２項の規定に基づき、

長岡技術科学大学数理・データサイエンス教育研究センター（以下「センター」とい

う。）について、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 センターは、学内共同教育研究施設として、実践的な数理・データサイエンス教

育の全学的展開とeラーニングによる全国の高等専門学校等への展開を推進することを

目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。 

一 数理・データサイエンスに係る教育及び研究に関すること。 

二 数理・データサイエンスに係る教育プログラム等の開発及び支援に関すること。 

三 数理・データサイエンスに係る情報発信に関すること。 

四 全国的な数理・データサイエンス教育の推進に係る他大学等との連携業務に関す

ること。 

五 その他前条の目的を達成するために必要な事項 

（組織） 

第４条 センターは、学長が指名する教員をもって組織する。 

（数理・データサイエンス教育研究センター長等） 

第５条 センターにセンター長及び副センター長（以下「センター長等」という。）を置

く。 

２ センター長は、センターの業務を総括する。 

３ 副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を

代行する。 

（センター長等の選考） 

第６条 センター長は学長が選考し、任命する。 

２ 副センター長は、センター長の推薦に基づき、学長が任命する。 

（センター長等の任期） 

第７条 センター長等の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の

後任のセンター長等の任期は、前任者の残任期間とする。 

（センター会議） 

第８条 センターの運営に関する事項を審議するため、センターに数理・データサイエン

ス教育研究センター会議（以下「会議」という。）を置く。 

２ 会議に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務） 
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第９条 センターに関する事務は、学務課において処理する。 

（雑則） 

第10条 この規則に定めるもののほか、センターに関する必要事項については、学長が別

に定める。 

附 則 

１ この規則は、令和元年７月10日から施行する。 

２ この規則施行後の第５条に規定する者の最初の任期は、第７条の規定にかかわらず、

令和３年３月31日までとする。 

附 則（令和３年３月19日規則第29号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
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○国立大学法人長岡技術科学大学教育方法開発センター規則 

（平成19年４月１日規則第１号） 

改正 平成23年６月15日規則第３号 令和３年３月19日規則第29号

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人長岡技術科学大学学則第６条第２項の規定に基づき、

国立大学法人長岡技術科学大学教育方法開発センター（以下「センター」という。）

について、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 センターは、学内共同教育研究施設として、学部及び大学院における教育方法改

善に係る調査・研究、企画及び実践等を通じ技術者教育の総合的な推進を図ることを

目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。 

一 授業及び研究指導の内容又は方法の改善を図るための組織的な研修及び研究に関

すること。 

二 教育効果測定の方法改善及び分析に関すること。 

三 共通教育と専門教育の教育方法の連携に関すること。 

四 その他実践的な技術者教育の総合的な計画及び推進に関すること。 

（組織） 

第４条 センターは、学長が指名する教員をもって組織する。 

（教育方法開発センター長） 

第５条 センターにセンター長及び副センター長（以下「センター長等」という。）を置

く。 

２ センター長は、センターの業務を総括する。 

３ 副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を

代行する。 

（センター長等の選考） 

第６条 センター長等の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

２ センター長等は、学長が任命する。 

（センター長等の任期） 

第７条 センター長等の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の

後任のセンター長等の任期は、前任者の残任期間とする。 

（事務） 

第８条 センターに関する事務は、学務課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、センターに関する必要事項については、学長が別

に定める。 

附 則 
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この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年６月15日規則第３号） 

１ この規則は、平成23年６月15日から施行する。 

２ この規則施行後の最初の副センター長の任期は、第７条の規定にかかわらず、平成25

年３月31日までとする。 

附 則（令和３年３月19日規則第29号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
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プログラムの修了要件

情報技術と社会変革 （全ての課程）

を履修すること。および、以下のいずれか１科目を履修すること。

機械創造工学総合演習入門 機械創造工学課程

電気電子情報数学及び演習1 電気電子情報工学課程

物質材料工学実験 物質材料工学課程

環境社会基盤計算機実習1 環境社会基盤工学課程

生物機能工学演習 生物機能工学課程

情報システム工学実験 情報・経営ｼｽﾃﾑ工学課程

数理・データサイエンス・ＡＩ リテラシー教育プログラム 【概要】

導入(社会及び日常生活での活用事例紹介)

・ ビッグデータ、ロボット、Society 5.0
ＡＩビジネス、機械学習の基本を知る

・身の回りのビッグデータを活用する
社会的な課題を解決する方法を知る

・ データを可視化して現場で利用する
流通、製造、金融などでの応用事例を知る

このプログラムで学ぶこと
・ データ、メディア、インターネット、ＡＩ、情報、知識、智慧とは？
・ データをどのように扱い、どのように情報や知識を得るのか？
・ 数理データサイエンス、ＡＩ の要素技術、応用システムとは？
・ 社会へのインパクトは？ 情報セキュリティとは？

心得
・ データを守る上での留意事項とは？
個人情報保護、ねつ造、盗用、
プライバシー保護、改ざん、etc.

基礎
・ データを読む、説明する、扱うための
基本的な手法を体得する！
社会における課題や実データを想定
演習等で基礎的なIT能力を身につける

※ 1・2年生向けの ｅラーニング科目。プログラムの修了要件には含まれないが、
数理ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ･AIの内容を幅広く含む。１学年入学者の履修を推奨する。

数理・データサイエンス・人工知能への誘い※
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機械系分野環境系分野 物質生物系分野 電気系分野群 情報系分野群

応
用
基
礎

リ
テ
ラ
シ
ー

数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム

認定（リテラシーレベ
ル）申請

数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム

認定（応用基礎レベ
ル）R5年度申請予定

機械創造工学総合
演習入門（PBL 入門）

電気電子情報数
学及び演習1

情報システム工学
実験

物質材料工学実験環境社会基盤計
算機実習１

問題解決型実践
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、
数理統計学、

他4科目

情報処理工学

「情報処理概論」「数理・データサイエンス・人工知能への誘い」（教養・2年）
1・2年

3・4年

工学部工学課程

工学研究科
工学専攻(修士課程)

モーションコントロール
とAI、計算電磁気
学特論、数理データ
サイエンス特論

）

卓越大学院グローバル超実践
ルートテクノロジープログラム

ICT実務演習
企業等の連携によるデータサイエンス・AIの実践的演習により
分野を問わずデータサイエンス・AIの実践的活用能力を育成

工学研究科 先端工学専攻（博士後期課程）

産業界
行政

新潟県
データサイエ
ンス人材育
成協議会

数理・デー
タサイエン
ス・AI教育
強化コン
ソーシアム

ｅラーニン
グ高等教
育連携参
加校（大
学・高専）

社会人

産業界・自治体等との
連携による実践的で高
度な演習教材・システ
ムの構築

コンソーシアム校，地
域協議会参加校との
教材の相互利用および
知見・ノウハウの共有

リカレント教育
の充実

構築したプログラムの
一部をｅラーニング
により連携校や社会
人に提供

事業名称：産学官連携による実践的数理・データサイエンス・AI教育の高度化とｅラーニングによる他教育機関への展開
事業の概要：本学は8割が高専からの3年次編入学生のため学部3年生以上での教育に主眼を置き，産業界や自治体と
連携して高水準で実践的な内容の数理・データサイエンス・AI教育プログラムを構築し，ｅラーニングにより連携教育機関や社
会人にも提供する．

長岡技術科学大学 数理・データサイエンス・AI教育の全国展開の推進 概要

アルゴリズムとデー
タ構造、

人工知能論、

他8科目

生物統計学
社会基盤と情報
技術、地理情報
解析実習、

他2科目

機械工学情報特論
異方性工学特論

機械学習論、情報
検索システム特論、
グループウェア特論、

他2科目

計算機化学特論、
高分子のシミュレー

ション

水理学特論、環境
防災工学特論Ⅱ、

環境計測工学特論、

他2科目

改組後 応用基礎レベル科目

リテラシーレベル科目-全学開講

第４期中期計画において

「修士課程の数理・データサイエン
ス・AIの内容を含んだ科目（設定科
目）を修得した学生割合を70％以上
にする（第4期中期目標期間最終年度
までに達成）」としている。

改組後 数理データサイエンス科目（修士課程）

エキスパートレベルに向けた科目

「情報技術と社会変革」（教養・３・４年）

生物機能工学演習
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